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レファレンス

デジタル

デジタル

公開書庫

豊富な情報

豊富な情報

ベンチ

活動

活動

活動

活動

展示

展示

展示

展示

交流

交流

写真を集めてふじのくにの
レシピ本をつくってみよう

活動する

東静岡のおいしいお店の
情報を展示しよう

発信する

静岡の郷土料理の
歴史が展示されているよ

出会う

保存
メディアラボで編集して
映像を保存しよう

活用
今月の展示テーマは
徳川家の食事だ

情報の循環

活動の循環
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申請等
積算
計画
調査

開館準備計画
施設整備計画
管理運営計画

体制づくり
活動づくり
仲間づくり

事業スケジュール 設計期間 発注 工事期間 共用開始

A. 空間設計 施設づくりのプロセスと共に蓄積する
文化の地形づくり

B. 図書館運営計画

C. 多面的な協働

基本設計

調査

市町村図書館視察 連携検討

図書館大会県民活動総監づくり

図書館計画キャラバン

新施設シミュレーション

プレイベント企画づくり

県民活動インタビュー

サポーターズクラブ立上げ

プレイベント プレイベント プレイベント プレイベント 開館イベント

調査 事前協議

管理運営計画 サービス計画詳細

施設整備計画

開館準備計画 図書購入・除籍計画 配架計画詳細移転費用精査

運営費用精査

システム設計

実施設計 資料作成

積算概算 調整 概算 調整

計画通知事前協議・申請

静岡ならではの
テーマって？

図書館で
なにをしよう？

静岡らしさって
なんだろう？ 広域で

何ができる？
試しに
やってみよう

どんな図書館が
できるのかな？

何をやって
いるのかな？今の図書館に

行ってみよう

静岡って
どんなところ？ 新しい空間って

なんだろう？ 環境にやさしい
場所をつくろう

災害に負けない
場所をつくろう

コストも
抑えて

どんな場所が
必要？

こんなもの
あったらな デジタル時代の

図書館って？

管理技術者

若手アトリエ

高度な専門家陣

大手積算事務所

国際的エンジニア

新図書館整備室

県立図書館

DX検討委員会

有識者

関係各課

市町村図書館
ムセイオン静岡

ふじのくにNPO

県民

近隣住民

学校病院

観光協会

県内企業

商工会

総合設計

構造 機械電気

外構

サイン

家具積算

コアチーム

バックアップチーム

B. 図書館運営と一体で考える

A. 創造的な空間をつくる

協働経験

密なコミュニケーション

対話型プロセス

C. 協働による活動づくり

道ができる 文化が育つ人が歩く

1947年：田畑

東海道
古代東海道

鉄道
グランシップ JR 東静岡駅

1966年：鉄道敷 1997年：駅前敷地 2020年：駐車場

活動の循環
出会う

活動する

発信する

保存

活用 情報の循環

デジタルアーカイブ

活動履歴
SNS 郷土

図書葵文庫

資料が循環する図書館（今回提案）

従来の図書館
アクティブな資料 アーカイブコア（保存機能）

開架 閉架書庫

見える
書庫

つかう
書庫

アクティブプレート
（開架・活動）

アーカイブコア

アクティブプレート

生きた学びの蓄積

活動の循環
出会う

活動する

発信する

保存

活用 情報の循環

保存空間と活動空間がヒダ状に絡まり合う

展示

風景

交流 活動

研究

テーマ 1
テーマ 2

テーマ 3
アクティブ
プレート

みんなで創りつづける「文化の地形」としての図書館 活動と情報の動的な関係が「ふじのくに」の文化を形づくる

  

・公共図書館や大規模建築設計経験の豊富なメンバーによるコンパクトで機動力の高いチームです。
・空間計画から運営計画、協働による体制づくりまでを一体的に考えて取り組みます。
・大手エンジニアリング事務所や積算事務所（PM/CM）による厚いバックアップ体制とします。

1. 活動と情報の蓄積による「文化の地形」
県立図書館の中枢機能であるアーカイブコア（保存機能）
を施設の中心に据え、その周囲に情報のテーマ分類毎の
アクティブプレート（開架、活動）を立体的に配置します。
平面的にも断面的にも保存空間と活動空間がヒダ状に絡
まり合うことで、情報との多様な出会いをつくります。

2. 活動と情報の動的な関係をつくる 3. 活動と情報が絡まり合う知的創造の空間

顔の見えるコアチームを中心に、空間・運営・活動を一体的に考えて取り組む

B図書館運営計画と一体的に設計を行う

A創造的な空間設計を確実に実現する

豊富な図書館設計の経験を活かし、資料
の分類、配架計画、運営計画、ICT 機器
の配置、DX の導入など、図書館計画と一
体となった設計を行います。

大規模かつ多岐に渡るプログラムの本計
画に、豊富な経験を活かして取り組みま
す。関係者の方々との対話を重視し、柔
軟に計画を進めます。ホールドポイント
を遵守し、確実に設計を遂行します。

C 多面的な協働による活動づくり
市町村図書館や連携施設、市民活動グルー
プなど、開館後の施設運営や活用に関わ
る方々と、施設づくりを通じた仲間づく
り・活動づくり・体制づくりに共に取組み、
文化の土壌をつくります。

発注者・図書館・県民など様々な関係者との協働による文化の地形づくりのプロセス

活動と情報の循環を生むために、保存機
能（公開書庫・閉架書庫）へのアクセス
性を高めます。具体的には書庫を「つか
う書庫」「見える書庫」（＝アーカイブコア）
として開き、関連分野の開架・活動（＝
アクティブプレート）とつなぎます。

図書、展示、デジタル情報などの様々な
資料や、活動すべてを情報として捉えま
す。深度や性質の異なる多様な情報との
出会いによって、新たな興味や関心が生
まれ、知的創造につながります。

■活動と情報の循環をつくる

■人々の営みがつくる道という「地形」 ■保存機能を開き、資料をアクティブにする ■多様な性質の情報との出会いを生む

テーマ毎のアクティブプレートで
様々な情報と出会う

中央の開かれたアーカイブコアから
資料が流動する

空間計画・図書館運営計画・多面的な協働が絡み合って文化を蓄積するプロセスコアチームを中心として横断的にプロジェクトを推進する

活動と情報の循環を生み出す空間

道は人が歩くことから生まれます。多くの人が歩くこと
で、沿道に商売がおこり、やがてまちや文化が育ちます。
道とは、人々の営みが蓄積し
て形成される地形であると言
えます。

県立図書館は、収集した資料を永年保存するという大切
な役割を有しています。その閉架に蓄積された膨大な資
料を生きた資料として循環させることが重要です。

保存機能へのアクセス性を高
め、情報と出会い・活動・発
信する「活動の循環」によっ
て、静岡ならではの生きた情
報が蓄積され、活用される「情
報の循環」をつくります。

東海道が時代と共に経路を変えながら、やがて沿線に豊
かなまちや文化を形作っていったように、開館後から
人々の活動やその蓄積が、
時間をかけてより豊かに
育っていく「文化の地形」
となる建築を提案します。

提案コンセプト

取組体制 業務工程

アーカイブ
コア

情報の深度
深浅

情
報
の
性
質

動的

静的
見える書庫つかう書庫アクティブプレート

専門書
公開書庫 閉架書庫

デジタル

展示風景
交流 活動 研究

レファレンス

入門書

（様式 12）実施方針書 参加者番号 100
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グランシップ

JR 東静岡駅

新図書館

古代東海道テラス

緑地広場

富士見テラス

グランシップ広場
（将来公共施設）

アクティブプレート
が展開する

アクティブプレート
が展開する

南北の文化エリアが
つながる

アクティブプレートの展開
としてのペデストリアンデッキ

富士山

駐車場
（将来民間施設）

富士山 日本平
県立大学

大学

美術館

新図書館

寺社

寺社

学校

久能山谷津山寺社

中間庇

植栽

深い軒

活動の表出

アーカイブコア

情報発信コーナー

総合案内

カフェ

集いの庭

富士見テラス

ティーンズ

地域資料

ものづくりラボ

こども図書アーカイブコア

ペデストリアンデッキ

グランシップ

富士見テラス

見晴らしの庭

育てる庭

まちの庭

■島状に浮かぶ文化の拠点 ■活動や緑の環境がまちのファサードになる ■活動や緑の立体的なランドスケープ
都市機能が集中する静岡平野では、島状
に浮かぶ有度山や谷津山、八幡山が歴史
や文化の拠点を守ってきたように、東静
岡駅前に新たな文化の地形をつくります。

資料を視覚化するアーカイブコアを幹として、活動の場や緑の庭とし
てのアクティブプレートが立体的に取り巻く構成とします。深い軒や
植栽によって日射を制御して内外の境界の透明性を高めることで、活
動や緑そのものが、まちのファサードとなります。

静岡ならではの文化の地形

それぞれのアクティブプレートには、情
報環境のテーマに合わせて有機的な居場
所や庭をつくり、利用者が自由に居場所
を選んで過ごせる空間とします。

分節された多様なアクティブプレートをまちに展開し、東静岡駅前に
ヒューマンスケールな居場所をつくります。

まちに開いたランドスケープとしてのアクティブプレート ヒューマンスケールな居場所をまちに展開する

■立体的に施設内を巡る回遊動線

まちへと展開するアクティブプレート新たな文化を育む活動と緑の地形 深い軒や緑による透明な外観 有機的な居場所や庭をつくる

アーカイブコアを幹として、立体的なアクティブプレートが展開するファサード

各層をおおらかな回遊動線で結び、巡りたくなる空間をつくる 個性の異なる庭や活動の場を重ね、多様な繋がりを生み出す 県立図書館の膨大な資料や活動の履歴を常に感じる空間をつくる ヒューマンスケールに分節された場がまちに立体的に展開する

活動や緑のアクティブプレートが有機的に重なる

■有機的なアクティブプレートの重なり ■活動や情報の蓄積を視覚化するアーカイブコア ■まちと軽やかにつながるアクティブプレート

様々な活動や緑が積層する新たな文化拠点

静岡ならではの島状の文化の拠点

アーカイブコア

アクティブプレート

創造のプレート

芸術のプレート

アーカイブコア くらしと対話のプレート

（様式 13）技術提案書（2次）　テーマ 1：県民の誇りとなる外観・内観デザイン 参加者番号 100
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富士山

グランシップ広場

東静岡駅

谷津山の森

古代東海道

東静岡駅

AP1｜発表・発信

AP３｜健康・運動

AP２｜交流

アクティブ・プレート

AP４｜くらしと対話

イベント時にはホールも活用できる
アクティブラーニングは、まちに面
して活動が展開する。

広場とつながるカフェ・ラウンジが気軽な
交流を促し、人の集まりが施設の顔となる。

多目的
ラボ B

音楽
ラボ

キッチン
ラボ

ホール

カフェ

ラウンジ

まちのテラス

まちかどテラス

富士見テラス

集いの庭

観察の庭

静岡の庭

見晴らしの庭

研究の庭

学びの庭

展望の庭

展望の庭

あそびの庭

アーカイブコア

アーカイブコア

アーカイブコア

アーカイブコア

アーカイブコア

アーカイブコア

健康
コーナー

多目的
ラボ A 2F

4F

1F

3F

5F

6F

ものづくり
ラボ

メディア
ラボ

読み聞かせ
の部屋

学習室

貴重書庫

保存処理室

事務室

運営事務室

職員用
会議室

館長室

印刷室
作業室

直営
備品庫

民営備品庫

歴史文化
情報センター

新聞閲覧
コーナー

貴重書展示
コーナー

ユニバーサル
コーナー

ペデストリアンデッキ

ティーンズ
コーナー

児童室

地域資料スペース

子ども図書研究室

多目的
ラボ C・D セミナールーム

セミナー
ルーム

セミナー
ルーム

学習室

サイレント
ルーム

サイレント
ルーム

AP16｜こども図書研究

AP15｜地域資料
富士山への眺望とともに地域
資料を閲覧でき、新たな魅力
を発見できる。

こども図書が見える場所や気分転換
のできるテラス、書架に囲まれた閲
覧席等、研究の場所を自由に選べる。

こども図書からつながる
ゆるやかなスロープ

県内の他施設とも連携し、
活動の相互配信ができる

庭で育てた食材で
料理教室ができる

地域資料を活用した
講座ができる

あそび場になる
緑の丘

1F のメインエントランス

駅とつながる
エントランス

情報・発信
コーナー

大学コンソ
窓口

総合案内

オープンコラボレーション
スペース

AP10｜こども
のびやかに並ぶ書架や遊びの庭の丘、
メディアラボをのぞける吹抜、親子で過
ごせるコーナー等、多年代が楽しめる。

AP９｜メディア・表現

島状のテラスがステージになり、
活発に表現活動が行われる。

身体を使ったアクティブな活動の場。
健康コーナーでのイベントは入口か
らの視認性も高く、参加しやすい。

AP７｜ふじのくにから世界へ

AP８｜ふじのくにの文化を育む

富士見テラスに面したセミナー
ルームがあり、ふじのくにの魅
力を景色とともに発信する。

ビジネス支援も行う、文化拠点。
静岡の文化や産業の情報が集まり、
新たな文化を生み出す。

AP６｜芸術
1F エントランスの賑わいが連続する。
ゆるやかな階段は客席にもなり、プレー
ト全体がステージにもなる。

AP５｜創造
ものづくりラボを中心とした賑や
かな活動の場。つくったものが展
示され、庭にもアート作品が並ぶ。

AP14｜学びを深める

キッチンラボを中心としたリラックス
したコミュニケーションの場。駅や
ロータリーからも活動が感じられる。

AP12｜自然・環境
静岡の風景や植物に囲まれ
ながら、自然環境について
学ぶことができる。

豊富な資料に囲まれた落ち着いた
空間で読書や調べものに没頭できる。

AP13｜ふじのくにを知る

歴史文化情報センターとセミ
ナールームが近接し、地域資
料を活用した講座ができる。

管理エリアを最上階にまとめて
配置し、直営管理と民営管理の
連携がスムーズになる。

育てる庭

まちの庭

アートの庭

ふじのくにの庭

ステージの庭

AP11｜ティーンズ
グループで集まって学んだり、
ゆるやかな段差を使って発表
ができる。

返
貸

返 貸

返 貸

返 貸

返 貸

BD

BD

返 貸BDS 自動貸出機自動返却機BD

AP

ホール
多目的ラボ A（スポーツ）
多目的ラボ B（音楽）
多目的ラボ C・D
音楽ラボ
メディアラボ
キッチンラボ
ものづくりラボ
セミナールーム（大）
セミナールーム（中）
セミナールーム（小）

発表する　表現する　観賞する
体を動かす
演奏する　観賞する
集まって学ぶ　交流する
演奏する
発信する　表現する
料理する　みんなで食べる
創造する　表現する
大勢で集まって学ぶ
グループで集まって学ぶ
少人数で集まって学ぶ

0. 総記
1. 哲学
2. 歴史
3. 社会科学
4. 自然科学
5. 技術・工学
6. 産業
7. 芸術・美術
8. 言語
9. 文学
こども

活動ラボ
閲覧ベンチ

黒板壁

展示棚

開架

アーカイブコア

映像展示

レファレンス

オープンな
活動スペース

ラボでの活動の
履歴を展示

関連テーマの
映像展示

オープンな場で
活動成果の発表

レファレンス

映像モニター

見える書庫

活動ラボ 黒板壁
閲覧ベンチ

展示棚

掲示板

アーカイブコア

見える書庫
開架

テラス

テラス

開架
書庫にアクセスできる

コンパクトな
書庫出納動線

書庫が見える

上下階で
つながる

活動が見える

開架

つかう書庫

つかう書庫

つかう書庫

見える書庫

活動室

▼利用階

▼利用階

▽中間階

▽中間階

▽中間階

開架

アクティブ
プレート

新しい
図書館機能

テーマ

テーマ

テーマ

活動室

活動室 活動室

活動室
新しい
図書館機能

基本計画 今回提案

多目的
ホール

情報発信
コーナー

UD
コーナー

キッチンラボ

ものづくりラボ

音楽ラボ
運動ラボ

富士見
テラス

セミナー
ルーム

歴史文化
情報センター貴重書展示

コーナー
メディアラボ

読み聞かせ 多目的ラボ

学習室

こども

ティーンズ
こども
図書研究

発表・発信

交流
芸術
(7 類 )

創造
(5,6,9 類 )

健康・運動
(7,9 類 )

くらしと対話
(1,3,5,6 類 )

ふじのくにの
文化を育む
(0,2,8,9 類 )

ふじのくにから
世界へ
(0,2,3 類 )

ふじのくに
を知る
(0,2,4 類 )

地域資料
(0 類 )

メディア・表現
(0,8,9 類 )

自然・環境
(4 類 )

学びを深める
（0,1,3,4 類）

AP4

AP2 AP3

AP1

AP6

AP5
AP9

AP7

AP12

AP10

AP16

AP8

AP14
AP11

AP15

AP13

活動と情報が有機的に連なる場

様々なタッチポイント

「つかう書庫」は、開架と連続して配置しアクセスしや
すくします。利用階の半階上に「見える書庫」を配置し、
視覚的な連続性をつくります。

書庫内が見える開口部や書架・棚・掲示など、利用者が
情報に出会うきっかけとなる設えをつくります。

つかう書庫開架 見える書庫
年代が古い保存図書年代が古いが需要のある図書年代が新しい図書

アクティブな資料

県立図書館の資料を生きたものとする仕掛け

創造的実験の場としての県立図書館

■「つかう書庫」「見える書庫」と開架の関係をつくる断面

■活動や情報のタッチポイントを多様化する

デジタル技術を活用し、利用者の活動の履歴（作品、プ
ロセス等）を保存・発信する仕組みを一緒に考えます。

市町村図書館をリードする県立図書館として、新施設を
創造的実験の場とし、県下の図書館文化の土壌をつくる
ことが大切だと考えます。
■活動の履歴をアーカイブし、発信する仕組みづくり

利用者を講師として講座に招いたり、レファラルサービス
をするなど、学び合いを育てる仕組みを一緒に考えます。

■利用者の学び合いを育てる仕組みづくり

活動をハブにして情報の地形をつくる
施設の内外で展開する
活動を軸に、NDC 分類
を編集し、静岡ならで
はの情報体系を一緒に
考えます。

たとえば、活動室で想定される活動と関連する分類同士
を結んで、テーマを構成します。新しい図書館機能は１
つのテーマ分類と位置付けます。活動をハブに関連テー
マが連なり、新たな情報が蓄積する動的な場となります。

情報環境の連なりを空間化する
■テーマ毎に個性のあるアクティブプレート

■活動室によってアクティブプレートを立体的につなぐ
アーカイブコアを中心として、テーマ毎のアクティブプ
レートを配置し、吹き抜け状の活動室で立体的につなぎ
ます。分野を横断する空間のつながりによって、多様な
出会いや興味の連鎖を生み出します。

ホール

メディア
ラボ

多目的
ラボ C・D

読聞かせ

活動室 アクティブプレート

アーカイブコア

AP1｜発表・発信

AP9｜メディア・表現

AP6｜芸術

AP10｜こども

AP16｜こども
　　　  図書研究

AP12｜自然・環境

AP7｜ふじのくにから世界へ

AP4｜くらしと対話

再編したテーマに合わせ
てアクティブプレートを
配置し、音や光、情報の
配置や居場所、庭などを
それぞれ個性化します。 個性的なアクティブプレート

アクティブプレートの立体的なつながり 活動と情報が有機的に連なる場 多様な創造的実験の場

みかん博士に
聞いてみよう

QRコードを読むと
解説が出てくるよ

作品をポータルサイトに
登録しよう

NDC分類と活動室の関係

活動をハブにしたテーマの連なり

（様式 13）技術提案書（2次）　テーマ 2：21 世紀の知の発信拠点となる図書館計画 参加者番号 100
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性別によらないトイレ

活動に対応した
床仕上げ

車椅子でも
使いやすいテーブル

選べる音の環境

デジタル案内
居場所にもなる
ゆるやかな階段

多言語のサイン

大人用家具・子供用家具

周縁の緑 展望の庭

集いの庭

青空の庭

富士見
テラス

まちの庭

敷地内緑化により
まちを効果的に冷やす

南北の卓越風

施設を立体的に
取り巻く多様な庭

東静岡駅

緑地広場
古代東海道テラス

駅前ロータリーとつながる
古代東海道を感じるひろば

周縁の緑の並木 敷地全体を巡る回遊動線

グランシップ
芝生広場との
つながり

駐車場(550台)

駐車場入口 搬出入入口 東静岡駅

計画建物

エントランス

駐輪場
(416台)

まちかどテラス

まちの庭

目印になる大きな木 居場所をつくる
小さな木

みんなで育てる木

ワイワイすることもくつろぐこともできる芝生

B. 屋根の高断熱化B. 外気から守られた保存エリアC.BEMSA. 太陽光発電

A. テラスの緑化

B. 高断熱複層硝子

C. タスクアンビエント照明

A. 水平換気

A. クール
    トレンチ

C. 居住域空調

B. 日射制御

A. 自然採光

A. 地下水利用

地下水

アーカイブコア

C2. 個別空調

主出入口主出入口

主出入口主出入口

東静岡駅

サービス
カウンター

サービス
カウンター

サービス
カウンター

総合案内
カウンター

返

貸利用者動線

開架・活動

管理エリア

管理動線

利用者用 EV×2 台
利用者用 EV×2 台 管理用動線×1台

BDS

つかう書庫

見える書庫 自動貸出機

自動返却機

BD

BD

返 貸

返 貸

返 貸

返 貸

返 貸

BD

1.5F

2F

3F
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝ
ﾃﾞｯｷ階

3.5F

4F

5F

5.5F

6F

1F

賑やか

静か

静寂室

富士山
東静岡駅

東静岡
大橋

大通り
ｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟ

EV

ｽﾛｰﾌﾟ
階段

1F
2F
3F
4F
5F

一次エネルギー消費量グラフ

日射を制御する断面構成入れ子の平面ゾーニング 自然換気シミュレーション 自然採光シミュレーション
( 夏至 12:00)

インクルーシブな多環境の空間

誰もが五感で認知できる空間づくり

多様性を学ぶ場として

静岡県は富士山や伊豆半島、浜名湖といった日本有数の地
理的特徴や、安定した日照、穏やかな通風、豊富な地下水
を合わせもつ土地です。新図書館は、その多様な環境に開
いて温熱や光、音、素材、植生、閲覧スタイルや資料の見
せ方などによって積極的に場所のムラをつくります。来館
者が様々な環境の中から快適な居場所を自ら選び取って過
ごすことができるインクルーシブな空間とします。

豊かな周辺環境を生み出すランドスケープ

まちと繋がり、人の居場所をつくるランドスケープ

ユニバーサルデザイン仕掛け集

■回遊性のある５層の利用者フロア
利用者フロアを５層に抑え、特徴あるア
クティブプレートを立体的に回遊できる
プランとします。すべてのプレートには
EV かスロープで着床でき、誰もが安心し
てアクセス可能です。

「まちと繋がり、人の居場所をつくる」と共に「周辺環境を向上する」豊かなランドスケープ
■静岡の植生や周辺環境と調和するランドスケープ

■多環境な庭をつくる

街路樹やグランシップの芝生広場、富士山への眺望に呼
応するように、駐車場周縁を含めた敷地全体を緑豊かな
環境とします。

地上部から連続して施設
を立体的に取り巻く植栽
は、高低差の大きい静岡
県域の多様な植生を取入
れます。また、居場所と
関連づけた設えとするこ
とで、それぞれの庭ごと
に特徴ある空間とし、潤
いある景観をつくります。

静岡の豊かな気候風土が支える、最先端の環境配慮型図書館
静岡は年間を通じて日照時間が長く、南北を結ぶ明瞭な風の軸が特徴的です。最新のコンピューティングデザインを活用し、静岡
の歴史や文化を支えてきた温暖で穏やかな気候風土だからこそ実現できる、唯一の環境配慮型図書館を生み出します。
■入れ子状の環境ゾーニング
高精度の空調・照明制御を要す
るアーカイブコアを安定した中
心に置き、入れ子状の空間構成
とすることで、保存環境と居住
環境を適切に計画します。

■４つの分野で徹底的な省エネルギー化を実施 ■NearlyZEB を目指す
左記の 4 つの技術をバランスよく組み合
わせ、また再生可能エネルギーの創エネ
によって、一次エネルギー消費量を 75%
以上削減し、Nearly ZEB を目指します。

■効果的な緑化がまちを冷やす
何層にも積層された緑化テラス
は、憩いの場となるだけでなく、
その蒸散効果によって外気温を低
下させ、その周囲へとしみ出させ
る、街の冷却装置にもなります。

■自然に人を誘導する立体動線
エントランスから分かりやすい位置にあ
る２箇所の利用者用 EV はもちろん、ス
ロープや階段が見えることで、自然と次
の空間へと行きたくなります。

■まちの風景でどこにいるかが分かる
四周に開かれたファサードとすることで、
どこにいてもまちの風景が見えます。富
士山やグランシップ、大通りを眺めるこ
とで、体感的に方角を認知します。

■テーマ毎の音のゾーニング
音環境はアクティブプレートのテーマ毎
に適切な環境をつくります。また賑やか
なエリアにも静寂性の確保できる室を配
置し、誰もが過ごしやすい場所とします。

■デジタルとフィジカルの両面支援
動線から視認性の高い位置にデジタルツールを配置しま
す。デジタルツールは貸出や返却を自動化し、また他言
語を支援します。適切な自動化により、職員が館内をく
まなく歩き回り、利用者に直接声をかけるサービスが展
開できます。

新図書館は、ユニバーサルデザインを通じて、多様な在り方を学ぶ場だと考えます。様々な仕掛けに
より世代や性別、障害の有無、国籍の違い、興味の違いなどがあることを意識し、互いが快適に過ご
すための思いやりを育てます。

■働く場としてのユニバーサルデザイン
利用者に加えて、職員の環境においてもユニバーサルデ
ザインを徹底し、誰もが自己実現する場を目指します。

A 自然エネルギー利用 B環境負荷の抑制 C高効率機器の採用 D再生可能エネルギーの活用

■ボリュームの分節化と水平換気
分節されたアクティブプレート
は南北の開口部からの水平換気
を行うことができ、中間期はも
ちろん、感染症対策にも十分な
換気回数を確保します。

■人と書籍に適した自然採光
方位ごとに最適な庇の形状は常
に直射光を効果的に遮り、窓際
では明るく開放的な視環境をつ
くり、内側では控えめで落ち着
いた明るさで本を守ります。

アーカイブコア

開架エリア
テラス

アーカイブコア

開架エリア
テラス

（様式 13）技術提案書（2次）　テーマ３：県民にやさしく、使い勝手のよい施設計画　テーマ４：脱炭素社会の実現に向けた環境にやさしい施設計画 参加者番号 100
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Ⅰ　全体工事費内訳 金額(千円) 割合(全体) ㎡単価 備考
1 建築工事 6,629,050 53.99% 334,801
2 電気設備工事 991,980 8.08% 50,100
3 空調設備工事 1,192,590 9.71% 60,232
4 給排水設備工事 249,120 2.03% 12,582
5 昇降機設備工事 99,550 0.81% 5,028 合計5基
6 外構工事 350,170 2.85% 24,000㎡（植栽込）
7 ペデストリアンデッキ工事 273,600 2.23% 躯体・仕上げ共
8 太陽光発電設備工事 428,260 3.49%
9 家具工事 1,065,000 8.14% 53,788 開架・保存・事務共
10 コスト調整幅 1,000,000 8.14% 直接工事費の約8%
直接工事費合計 12,279,320 620,168
共通仮設費　 491,173 24,807 直接工事費の5%
諸経費 1,915,574 96,746 直接工事費の15%
端数調整 -6,067
合計（工事価格） 14,680,000 741,414
消費税 1,468,000 74,141 工事価格の10%
税込み工事費 16,148,000 815,556
Ⅱ　建築工事内訳 金額(千円) 割合(建築) ㎡単価 備考
1 直接仮設 210,100 3.03% 10,611
2 土工 182,670 2.63% 9,226 根切り28,000㎥
3 地業 146,460 2.11% 7,397 Φ900PHC杭113本
4 鉄筋 256,470 3.70% 12,953 1570ton
5 コンクリート 229,230 3.30% 11,577 13,200㎥
6 型枠 268,900 3.88% 13,581 55,500㎥
7 鉄骨 2,264,000 32.63% 114,343 4,700ton
8 免震装置 225,960 3.26% 11,412 NRB,LRB,SB,RDT
9 既成コンクリート 51,200 0.74% 2,586
10 防水 27,900 0.40% 1,409
11 タイル 99,400 1.43% 5,020
12 木工 256,600 3.70% 12,960
13 屋根及び樋 149,500 2.15% 7,551 下屋含め4800㎡
14 金属 371,100 5.35% 18,742
15 左官 20,600 0.30% 1,040
16 建具 822,450 11.85% 41,538 外部6,800㎡+内部
17 塗装 50,600 0.73% 2,556
18 内外装 439,600 6.34% 22,202
19 ユニット及びその他 395,570 5.70% 19,978
20 建設副産物 160,740 2.32% 8,118 残土処分費
直工事費合計 6,629,050 334,801
Ⅲ　電気設備　内訳 金額(千円) 割合(電気) ㎡単価 備考
1 電力・電話・情報引き込み 34,470 3.47% 1,741
2 受変電設備 149,670 15.09% 7,559
3 非常用発電設備 32,400 3.27% 1,636
4 幹線設備 55,800 5.63% 2,818
5 接地 9,360 0.94% 473
6 動力設備 50,760 5.12% 2,564
7 電灯・コンセント 221,670 22.35% 11,195
8 照明器具設備 311,940 31.45% 15,755
9 構内交換設備 36,360 3.67% 1,836
10 構内情報通信網設備 5,940 0.60% 300
11 テレビ共同受信設備 6,390 0.64% 323
12 拡声設備 20,880 2.10% 1,055
13 誘導支援設備 5,490 0.55% 277
14 映像・音響設備 900 0.09% 45
15 入館退館者計測設備 7,020 0.71% 355
16 入退室管理 8,010 0.81% 405
17 自動火災報知設備 28,980 2.92% 1,464
18 監視カメラ設備 5,940 0.60% 300
直工事費合計 991,980 50,100
Ⅳ　空調換気　内訳 金額(千円) 割合(空調) ㎡単価 備考
1 熱源設備 249,570 20.93% 12,605
2 空調設備 598,500 50.18% 30,227
3 換気設備 164,250 13.77% 8,295
4 排煙設備 44,280 3.71% 2,236
5 自動制御設備 135,990 11.40% 6,868
直工事費合計 1,192,590 60,232
Ⅴ　給排水衛生　内訳 金額(千円) 割合(衛生) ㎡単価 備考
1 衛生器具 35,910 14.41%
2 給水設備 41,130 16.51%
3 排水通気設備 75,600 30.35%
4 給湯設備 26,550 10.66%
5 消火設備 69,930 28.07%
直工事費合計 249,120
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階高の適正化
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コストチェック
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図書作成
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詳細仕様検討

事前協議 事前協議

概算 調整積算

一般図
基本仕様検討

一般図確定

積算
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協議

設計
工程
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整理
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建築
53.99

電気
8.08

空調
9.71

給排水  2.03

昇降機  0.81 外構  2.85

ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ  2.23

太陽光発電  3.49 (％)

0 100

家具
8.14

コスト調整幅
8.14

同種公共施設設計の経験・実績を活かした合理的なコストバランスと確実なコスト管理

設計の初期段階から要求水準のポイントをベースに定期
的に概算工事費の算出を行い 、確実なコストコントロー
ルを実施します。

■中央の堅牢なメインフレームと、外周の繊細なサブフレームによる構成

■免震構造による LCC 低減

■免震装置の数を極小化する計画

■階高の適正化

■コストバランスの適正化

■コストコントロール幅の確保

■中央に耐震要素を集約し更新性を確保

経験豊富な積算主任技術者が中心となって同種施設のコスト実績値や最
新の物価動向を分析し、適切なコストバランスで計画します。

設計プロセスの中での様々な要望への対応や、昨今の社会情勢による変
動幅の大きい物価変動リスクへの対応の必要性をふまえ、直接工事費の 
8%程度のコストコントロール幅を持ちながら計画を進めます。

今回提案における概算精度は、過去実績
の公共施設設計時に行った基本設計概算
時を基準とし以下の方法で算出していま
す。業務開始後も根拠を明示し、リスク
管理をすることで概算精度を担保します。

③電気、空調、衛生
工種毎に同等仕様の計画の単価を採用

②建築仕上げ、家具など
各種面積、数量算定を行い実績単価と見積を併用

①建築躯体
各種躯体数量を算出の上、最新単価により値入れ

書庫や活動室による中央部分は、大スパン（12m）の整形なグリッド
フレームによって合理的に構成します。これに対して、開架やテラス
による外周部は、繊細かつ自由度の高いサブフレームによって開放的
な空間とします。大小のフレームの適材適所の組み合わせによって、
それぞれの合理性を最大化し、無駄のない構造体を実現します。 地震時の躯体や仕上げの損傷による大規

模修繕を最小化し、改修費を削減します。

大スパンのメインフレーム部分を中心に
効率良く免震装置を設置します。サブフ
レーム部分は基礎梁でフレームを受ける
ことで、主に外周部のみに免震装置を設
置します。これによって一般的な 8m 程
度グリッドの建物に対して、免震装置の
数を大幅に低減します。

階高の大きい開架エリアと、階高の小さ
い書庫を組み合わせることで、無駄な気
積をなくした合理的な計画とします。

メインフレームによって構成されるアー
カカイブコア内に、すべての耐震要素を
集約することで、開架エリアは鉛直荷重
を受ける小径の鉄骨柱のみのフレキシビ
リティの高い空間とします。将来のレイ
アウト変更や収蔵量の増加などに対して、
更新の自由度の高い計画です。

コストバランスの適正化と変動リスクに対応する 定期的なコストチェックの実施 精度の高い概算工事費の算出

コスト比の大きい躯体費を低減する、大小のフレームを組み合わせた合理的な構造計画

仕様の合理化
長手断面図

矩形図

事業実施工程のイメージ適正なコストバランスとコントロール幅

概算工事費内訳

基礎伏図

上階伏図

躯体

サッシ

仕上げ

電気

空調

衛生

メインフレームとサブフレーム
を合理的に使い分け

アーカイブコア内にルートを集
約し横引きを最小化

気積の大小により個別と輻射を
使い分けることで適正化

タスクアンビエントにより、照
明器具数を適正化

利用者と管理者エリアでメリハ
リのある仕様を採用

階高が高い部分は鉄骨受け材を
設け、規格サイズによって構成

（様式 13）技術提案書（2次）　テーマ５：概算工事費の合理性と設計時における建設コストの管理 参加者番号 100

0 0 1 . M A RU。a r c h i t e c t u r e

第 4章　参加者の技術提案書
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ファシリ

テーター

ワークショップ

静岡県
市民

建築設計
事務所

構造積算 設備 防災
ランド

スケープ

多くの図書館設計
の経験を持つ。
経験年数 20 年

積算担当者

総括責任者
主任技術者

意匠担当者

積算担当者は積算事務所と綿密に連絡を行う

経験年数 25 年
経験年数 16 年

低

高

0

100設計確定部分コスト削減効果

企画 基本設計 実施設計 見積 施工

設計確定部分
与条件整理

配置・規模決定

基本プラン決定

主構造（階高、柱割）設備（空調、電気容量）

内装仕上げ、各種仕様

工事費概算

建築設計事務所

意匠担当者

総括責任者

主任技術者

積算担当者

積算

構造

設備

Check!

100年後も貴重な財産であり続け、人類の未来に希望を投げかける、静岡らしさを感じ誇りに思える図書館をつくります

同種の公共施設を一緒に設計したチーム

事務所内にコスト担当者を配置します

段階的にコストを確認します

図書館設計の経験が豊富なチームで取り組みます

コストマネージャーを配置し段階的にコスト管理します

関係者の要望や課題を設計に反映し、品質の確保とコスト調整の両立を図るとともに、限られた設計期間中に設計を完了します

柔軟に対応する設計チーム

図書館設計の実績のある担当者

静岡の人と共につくりあげる世界に誇る建築 原点と未来を行き来する図書館 新しいバリアフリーにつながる建築 今までにない環境問題への解 未来を見据えたコスト・維持管理

国内外の図書館を含む複合施設やその他公共施設を設計
してきた弊社と、これまで一緒に共同してきた専門チームで
短い設計期間で質の高い設計を行います。

私たちの時代にしかつくり得ない唯一無二性を持った建築
こそが100 年後も存在意義を持ちます。富士山・駿河湾・浜
名湖 ・太平洋といったダイナミックな自然景観やグランシッ
プの持つ大きなスケール感を反映させた建築とし、多様な静
岡らしさ ・ 県民に継がれてきた記憶をネットワーク図にして
分析しワークショップをしながら設計をします。建物の完成
後も県民を巻き込んで継続的に行われ、世界的にも全く新し
い建築でありながら、人々の思いが共鳴する空間となり、静
岡の文化を一層盛り上げる建築になります。

思考が平均化されてしまう現代社会に対し、 個
として自由に考えることの重要性に新しい形を
与え、自由な個が連携した自発的に地域社会を
作り上げていく今までにない図書館をつくります
また、目的は違えども訪れた人が、考え、発信し、
出会う、そしてまた考える、そのような思考の循
環がうまれる場をつくります。この循環の中で育
まれた子どもたちがやがては大人になった時に
も、思考は継承され未来につながっていきます。

様々な使い方を誘発し許容する、きっかけに
満ちた凸凹のある空間をつくります。閲覧室
全体はフラットで自由な組み換えが可能であ
りながら、差異に富んだ構成とします。身体的
な感覚に刺激を与え、老若男女・持って生ま
れてきたものを超えて、どんな人にも喜びや
驚きを与え、居心地の良い場所を発見できる
選び取れるような図書館つくります。県民にとっ
て図書館がより身近な存在となります。

環境負荷に対する解を今までになく求められて
いる中で、環境問題をポジティブな建築的要素
として受け入れ、開口率を大幅に抑えた熱負荷
の少ない大空間をつくります。一方で開放的な
場所では、静岡ならではの温暖な気候や風の
流れ、地下水を活用し、様々なかたちで自然と
情報が共鳴するような図書館をつくります。また、
自然換気を積極的に取り入れたりテラスをつく
るなど感染症対策に有効な設計とします。

関係各者にヒアリングを行い、要望を抽出し、計画案に反
映していきます。設計チームは以前にヒアリングやワーク
ショップを行い、短い期間に要望にあわせた案を調整 ・設
計した公共施設実績があります。

公共の図書館を設計したことのある経験年数 20年の積算
担当者を配属し、コストを配慮しながら設計をすすめます。
設計期間が短いため出戻りのないよう建築特性に配慮した
工事区分ごとの目標金額を決め、初期段階からズレがない
か確認しながら設計を進めます。

設計担当者は国内外の図書館や公共施設を設計した実績
を持つ者を配属します。２０代の若い担当者も加えることで
幅広い層に対応した設計を行います。繁忙期にはスタッフ
の増員も行い、設計を進めます。

設計段階にあわせて、データーに基づきその時期にあった
コスト管理、調整を行います。コストの主な金額が確定する
川上段階で一度概算をとり、後戻りのない予算にあった設
計を行います。

関係各者に各段階でヒアリング行い、
具体的・潜在的な要望を把握して、設計
に反映します。設計案についての意見交
換も行い、 段階的に反映していきます。

２）ヒアリングによるニーズの把握

それぞれの段階で無理のない密度や頻度で
県 ・関係各者との協議や作業ができるよう、
綿密にスケジュールを作成し、実行します。
関係者打ち合わせをマイルストーンとして、
設計のペースを築きます。

１）徹底したスケジューリングによる工程

模型や３Dデータなどを活用し検討課題をわかりやすく
可視化します。関連各社で共有可能にし、問題点を
早い段階で抽出、円滑に設計が進むよう管理します。
建築 ・構造 ・設備の整合性を早い段階で行い、先行
検討型の工程管理を行います。

３）先行検討型の工程管理

複数案を同時に提案し、比較検討か
ら選択、より妥当性の高い設計を積
み重ね共有していきます。コストにつ
いてはデータに基づき裏付けした比
較した案を提案します。

４）比較検討による提案 ５）継続的なワークショップ

ワークショップを行うことで幅広い層の方に意見を促し集めます。
プロセスはSNS等を利用して発信し、実際に完成後の施設をうまく
活用し育てていく当事者としての意識を高めることにつながりま
す。 関係各者の皆様がそれぞれ携わった施設として長く愛され運
営 ・管理しやすい体制づくりに寄与します。

コストが上昇し続ける現代社会に対し、あら
かじめ上昇率を考慮した設計をします。環境
問題を踏まえ、スクラップアンドビルドを前提
にしないのであれば、大きな建築をつくると
いうことは、長い歴史の中で使い続けられる
ことを考えなければなりません。100 年後も
残ることを前提に改修時にかかる費用を考
慮して、意匠的に寄与しながらもメンテナン
スとしても有効な内外装とします。

設計とコストのプロセス

どこからのアクセスも自然と受け入れる、居心地のよい場所がちりばめられた図書館です 開放的な表現 ・創造の場 Field の上に思考のCloud が広がります 大空間にさす木漏れ日は刻々と変化します

参加者番号 007（様式 12）実施方針書
実施方針書

事業をどの様に理解し、 取り組むか

設計工程、 事業工程

取組体制

コスト管理体制

第 4章　参加者の技術提案書

0 0 7 . 平田晃久建築設計事務所
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Arena

Library Hall

33m
Cloud

Cloud

6000m

Branch

Cloud

一般閲覧 公開書架

多目的
ホール

富士見

緑

地域
子ども 博物館

展望台

事務
・

閉架

1-C

1-A

1-B

1-D

1-E

1-G

1-F

様々な静岡らしさを共鳴させる雲の建築によって様々な静岡らしさを共鳴させる雲の建築によって、、すべての県民の誇りとなる場所を静岡の人々と共につくり上げますすべての県民の誇りとなる場所を静岡の人々と共につくり上げます
1-A1-A 多様な自然、文化の「あいだ」を 多様な自然、文化の「あいだ」を
                                 建築化します

1-D1-D  広広場場とと大大空空間間ののネネッットトワワーーククでで
      　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　 点を面に変えます点を面に変えます

1-E1-E  駿駿府府城城のの天天守守をを思思わわせせるる場場所所
                                           をつくります                             をつくります

1-F1-F 古代より情報が行き交った東海道 古代より情報が行き交った東海道
             　　　　             　　　　　　         からBranchを派生からBranchを派生

1-B1-B  富富士士山山やや東東海海道道、、周周辺辺景景観観のの      
      　　　　　　      　　　　　　　　   大大ららかかななススケケーールル感感

1-C1-C  深い海や森のような、静岡の地深い海や森のような、静岡の地
               形               形のの高高低低差差をを反反映映ししたた場所所

1-G1-G 太陽のリズムを感じられる建築 太陽のリズムを感じられる建築、、日日本本ののあけぼのあけぼのにに繋繋ががるる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　繋繋ががるるような、時間的スケール感を持った建築

ー 新しい自由な社会に向けた、自然と情報が共鳴する図書館

ClClououdd とと FiFieleldd を組を組み合み合わせわせわせた新た新た新しいしいしい時代時代の図の 書館を提を提案します。Cloud とは、 読みみ／／考え考える個が本を通してて世界世界と繋と繋がるがる、情報化時化時代の代
広大広大な知な知の拡の拡がりがりを表を表象す象すする空る空る空間で間で間 す。 Fieldとはは読みみ読み／／行動す動する人人々がリアルな身体を介して連携し合う場う場ですですです。 自由自由な個な個がが、情報情 空間間
と実と実空間がかがからみらみ合う場のの中で中で多様様様に連に連に連携す携す携 る未る未来の図書館が館 生まれるれ でしょう。

静岡の温暖で大らかな自然を反映して、太陽の運行と対応した無数の
小さな窓 = 「天の川」 をあけ、 刻一刻と変化する森のような場所をつくり
ます。 太陽を観測し祭祀化する稲作文化は周辺の弥生遺跡や、東海道
や焼津のヤマトタケル伝説など、日本のあけぼの時代のこの地の記憶
と繋がります。古事記や天体の世界を引き寄せた、長い時間の中で強さ
を保ち続ける建築をつくります。

東海道の記憶を喚起する東海道Branch
はペデストリアンやスロープ、階段など
様々に変容しながら館内を巡り、人と情
報の流れをつくり出します。

徳川家との関わりにふさわしく、この建
築は駿府城の天守の高さに対応した高
低差を持ちます。天守台の高さに、駿府
城の方角が見える展望台を設けます。
雲の形は、雁行するお堀を思わせます。

プレートのぶつかりによって静岡県には
他にないダイナミックな地形が展開して
います。富士山と駿河湾を足すと6000m
にもなる高低差を反映した、 垂直方向の
拡がりを感じる建築とします。

東海道や富士山、日本全体や地球、空
へと広がる雄大なスケール感を持ち、
明確に視認できるとはいえ権威主義的
ではない、親しみ深い雲のようなシンボ
ルをつくります。

複数の四角い箱が重なり合ったワンルー
ムは、異質な地域が混ざりあう静岡の「あ
いだ」性を反映するだけでなく、自然と
人工のあいだ、つまり雲、丘陵等と周囲の
四角いビルをつなぐものでもあります。

一義的に定義できない多様な「静岡らしさ」を丁寧に反映し、
それらを一つに響き合わせる建築を目指します。３つのプレー
トの交差点である静岡には、変化に富む地質や地形に育
まれた幅広い生態系があり、広大な県域に息づく文化も
多様です。図は、静岡のキーワード連関を簡易にネットワー
ク化したもので、本提案はその分析を反映しています。設
計時も完成後も、静岡の人々と共に、静岡らしさへの知見を
精緻化し、建築、家具、展示、イベント、本、情報空間を絡み
合せます。

図書館、グランシップ、スポーツ施設が連
携して面的な拡がりをつくることが重要で
す。大きな内部空間を持つ図書館によっ
て、外部広場だけでなく内部広場（大空間）
の特徴づけとネットワークを明確にします。

評価テーマ 1  
県民の誇りとなる外観 ・ 内観デザイン

” 天の川” からの光が刻一刻と変化する場のゆらぎをつくりだします明確な視認性と親しみ深さを合わせ持つ 「雲」 が様々な静岡らしさを受け止め、 共鳴させます

天の川からもれる光は、 夕刻の街を彩り、 駅前のランドマークとなります雲は周辺景観に対してやわらかく立ち現れます

季節と時間のリズムを取り入れて、 開口を配置する吹き抜けによく光が落ちるように開口の領域を定める

浜松の凧揚げを思わせる開口

使い方と対応した複数の箱を重ね合わせて一体的な空間をつくる 「雲」 は雄大な自然と周囲の人工物をつなぎます ダイナミックな高低差を建築化します

「雲」 は多柱の大空間として他を補います多様な静岡らしさを、 多様なまま玉虫色に共鳴させます Cloudは駿府城の高さ、 雁行する形を反映します ヤマトタケルが歩いた古代の記憶をすい上げます

人工と自然をつなぐ大きな雲のような外観富士山が見え、広場と一体的に利用できるカフェ

CloudCloud

FieldField

みどりのテラスみどりのテラス

富士見テラス富士見テラス

ペデストリアンデッキペデストリアンデッキ

展望台展望台

富士山富士山

富士山富士山

東静岡駅東静岡駅

グランシップグランシップ

東静岡駅東静岡駅

本体建物本体建物

アリーナアリーナ 東静岡駅東静岡駅

東静岡駅東静岡駅

展望台展望台

地域資料スペース地域資料スペース

カフェカフェ

駿府城駿府城

浜松の凧揚げを思わせる開口
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satellite1 satellite2 satellite3

Cloud

Field

satellite1

category1

c2
c3

s2 s3

総記 記 記
図書館 図書書館

図書 書誌学 

百科事典 百科事典 百科

一般論文 講演集 一般論文

逐次刊行物 年鑑 刊行刊行刊行行刊行行刊行刊行

学会 団体  研究調査機関 団体団体団体団体団団 ジャーナリズムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム新聞 新新新 新新新新新  新新新

叢書 全集 叢書 全集 
哲学 

 哲学各論  哲哲 哲 哲

東洋思想 東洋思洋思洋思
西洋哲学 洋哲洋哲洋洋哲 心理学 心理心理心理倫理理学 倫理倫理倫倫理倫理倫理倫倫理倫理

宗教 教教教

神道 仏教 学 学 

キリスト教

歴史歴史 

日本史 

アジア史．東洋史 

ヨーロッパ史．西洋洋洋洋史史史 史史史
アフリカ史 

北アメリリカカ史史
南南南南南アアアアアアアアアメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメリリリリリリリリリリリリリリリリリカカカ史

オセアニア史 
伝記伝記 

地理  地誌  紀行  地 地地地地誌地地

社会科科学科学科学学学科学科学学科科学学学学学学学学学学学 学学 政政治 政治政治政治政政治 治 治政政治政治治

法律律 律 律

経済 経済経済済経済済済済済

財政 財政

統計 統計 
社会 社社社社社

教育 育 教育教育教育教育
風俗習慣　民俗学 

国防 軍事事 事 

数学 
物理学 物物理

化学 
天文文文文学学学学学学学学．．．宇宙科学 宇宙宇宇宇宇

地球科学　地学　地質学地 学 学科学科学地地地地地地地地地 地地学学学地 地質地地

生物科学 一般生物学学 科物 生科学科学科学科科科 生 生生生 物物物学学学学学学学学

物学 植植物植物植物物

動物物学物学 動物物学動動動物物物物動動動動
薬学 医学　薬

技術　工学 学術術　工工工技技技技技技

建設工学 土木工学 建建建建建建建建建建建建建建建建建建 学 土学学 土学 土学学学学学学学土学土土木木土木土土 建築学建築学 築築学築学築学築学

機械工学　原始力工学 機械機械機機械機機機機機機機 学学学

電気工学　電子工学工学電気 学学学工学　工学工学　学　工学工学工工学 子工工工学学学学学学学学 学 学学学学学学学 工学 船舶工学学船舶工学 兵器 軍事工学兵器 軍事工学学工工 海 電電電電

金属工学　鉱山工学 学 鉱金金金金金金金金金属属工 工学学学工学工学学

化学工業 学工学工学学学工学学工学学工業工業製造工業 工業工業工業工業工業
家政学 生活科学 学 生活生活生活生活活生活科学科活科科科

産業業 業業業業業業
農業 農農業業農業農

園芸 造園 

蚕糸業 糸業糸業糸業糸業

畜産業　獣医学 医学医獣畜産畜産産 林業 林業林業林林林林林林林林林林林

産業 産水産水産水産水

商業業業 業

運輸 交通 
通信事業 通信 芸術 芸芸芸術芸術芸術芸術

彫刻 彫刻彫彫刻

絵画 書道 書道絵画絵絵絵絵絵絵絵絵

版画 版画画画画画画画画画画画刷 写真 印刷刷刷刷刷刷印印刷印刷印刷印刷刷刷刷刷刷刷印刷印印刷印刷印 工芸 工芸工芸工
音楽  舞踏  舞舞踏舞踏舞踏踏舞踏舞踏舞踏舞踏踏踏踏音音音

演劇 映画 演演演演演 画画画画

スポーーツツツツツ 体育 体育体育育体育体体育体育体育体育体体育体育育体育音音音音
娯楽 諸芸　娯諸諸諸諸諸諸諸

言語 語 言語言語言語言語言語言語言語言語言語 日本語 語中国語  東洋の諸言語語語 
英語 語語語語語語語英語英英英語英語

ドドドイイイイイイイツツツツツ語 語語語語語フララランス語語スペペイン語 

イタイ リアア語 ロシシアア語 語語 語 

そそそそそそそそそそその他の諸言語 ののののののののののののののの 諸言諸諸言言言言語言言言語語言語言言語語言言言言言言言言

日本文学 
中国文学 東洋文学 洋

英米文学 文

ドドドドイイイイイツツツツツ文学 文文学

フフラララララララララランンンンンンススス文学 
スペイン文学 

イイタリア文学 

ロシア文学
その他の諸文学 他

諸芸　娯楽 娯娯娯娯娯

Cloud

Field

海洋工洋工洋工洋工工

2-B2-B  CClloouuddととはは、、読読みみ、、自自由由にに思思考考すするる個個をを育育みみ、、
　　　                            共存させる知の集蔵体です　　　                            共存させる知の集蔵体です

2-C2-C  FieldFieldはは、、本や情報を介した様々なコミュニ本や情報を介した様々なコミュニ
      ケーションと自然が混ざり合うランドスケープです      ケーションと自然が混ざり合うランドスケープです

2-A2-A 頭脳に喩えられる 頭脳に喩えられるCloudCloudと、身体に喩えられると、身体に喩えられるFieldField
                                                      がインタラクトします                                                      がインタラクトします

2-E2-E 地域社会のコラボレーションを 地域社会のコラボレーションを
　　　生み出す場の連携をつくります　　　生み出す場の連携をつくります

2-E2-E  

2-D 環境と情報が共鳴する建築をつくります2-D 環境と情報が共鳴する建築をつくります

2-G 2-G CloudCloudととFieldFieldの平面的写像関係をつくりますの平面的写像関係をつくります

2-F2-F  FieldFieldで創出された共同的な知が情報環境を介してで創出された共同的な知が情報環境を介してCloudCloudに還流しに還流し、、　　
　　　　　　　　　　　　 FieldFieldへと再循環しへと再循環し、、県内各所の学びと創造とインタラクトします県内各所の学びと創造とインタラクトします

CloudCloud （読み／考える場所） と（読み／考える場所） と FieldField （読み／行動する場所） がインタラクトし、 情報空間と実空間が絡みあう未来の図書環境をつくります（読み／行動する場所） がインタラクトし、 情報空間と実空間が絡みあう未来の図書環境をつくります

情報化時代の広大な知の拡がりを表象する Cloud は   
大きく深い森のような空間であるべきだと考えました。
個が本という窓を通して世界と繋がる場にふさわしく、
小さなスパンで分節された大空間です。

街からダイレクトに見えるオープンな場所に、本や情報
を介して生まれる様々な関心のコミュニティの活動が展
開し、 外部の自然や屋外のアクティビティとも連動し、新
しい地域社会を育む知のランドスケープが生まれます。

隣接して設けられる司書カウンター大学
コンソーシアム、民間オフィス、カフェラウ
ンジが有機的に連関し、様々な立場の
人々が協働できる環境をつくります。

Fieldで生まれた知は、Couldのメタデータとして情報空間Cloud+に記録します。
これより、Cloudに情報が還流し、バーチャルに更新されます。次なるFieldの活動
で参照され、新たなランドスケープが生まれます。Cloud+をオープンソースとす
ることで、県内の図書館や学校で参照され、 県全域で情報の循環を生みます。

Cloud と Field。二つの場がお互いに見えながら隣接し、インタ
ラクションを起こす建築。 それが私たちの考える未来の図書館
です。世界に開かれた眼を持ち、権力に盲従しない考える個が
リアルな身体を介して繋がりあう、私たちの時代の図書館が生
まれるでしょう。

Cloudの閲覧室における本の分類を三つにグループ化し、それぞれに Field
に通じる孔を設けます。 この下にグループごとの Satelliteーテーマ配架と交
流スペースーがあり、 それらを階段で繋ぎます。 Satellite の周りには、 それ
ぞれのテーマと紐付けられた活動のためのラボなどが展開します。

Field の外周部から入れられた風は、渦を巻くテーマ別書架
によって撹拌され、Field 内にバランス良く行き渡りつつ、重
力換気によってCloudへと上昇し、排出されます。Cloudから
は選択された情報がFieldに雨のように降り注ぎSatelliteを満
たします。空気、人、情報の流れが重なり合い、共鳴します。

評価テーマ 2  
21 世紀の知の発信拠点となる図書館計画

Field は屋外と屋内が連結し、 自然と情報が重ね合わされた知のランドスケープです

オープンコラボレーションからは屋外を含むField全体の活動が見渡せます

情報空間と実空間が連動しながら県全体に拡がる活動をつくります異なるタイプの市民が協力し合いながら多様な成果を上げられる

異なるタイプの市民が協力し合いながら

多様な成果を上げられる

Cloud上の情報が Field 上に展開し、特定の知と

関連した活動を生みます

CloudとFieldはゆるやかに対応した写像関係をなしながら、

情報の流れと空気の流れを共鳴させる

CloudCloud  ととFielFielddのの
写像関係写像関係

参加者番号 007（様式 13）技術提案書 (2次 ) テーマ 2
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40％開口率

一般

窓面積率・断熱厚と冷暖房負荷

冷房負荷 暖房負荷

42％削減

提案
開口率 25％

Cloud 
10％

Field
100％

（平均）

世界に先駆けて、脱炭素の時代だからこそ生まれる新しい環境建築をつくります

コンパクトで場所ごとの連携がしやすい機能配置、 ユニバーサルデザインやセキュリティーに配慮した計画とします 評価テーマ 3   
県民にやさしく、 使い勝手のよい施設計画

評価テーマ 4   
脱炭素社会の実現に向けた環境にやさしい施設計画

3-A 五感を通して誰もが楽しめる、新しいバリアフリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を目指します

3-C 資料の劣化防止と快適な閲覧を両立させた環境です3-B 明確なセキュリティゾーニングを可能にする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コンパクトな構成とします

4-C 静岡の豊かな環境ポテンシャルに
           よる高効率なエネルギーシステム

4-B 高断熱なBOXと床輻射冷暖房によ  
        る、高品質で省エネな図書館環境

4-A BOXの重なりが生み出す
              ダイナミックベンチレーション

4-D 県産木材の利活用

熱負荷が大きい、壁の少ない、スラブとガラスだけの建築
ではなく、 熱負荷低減に伴う制約をポジティブに捉えた、
新しい建築が求められています。 本提案はこの課題に正
面から応えます。 Cloud は開口率を抑えながらも太陽光
が織りなす美しい場所をつくります。Field はCloud の影に
守られて熱負荷を最小化した、 周囲に対してもオープン
な空間です。

内部に入ってくる直接光は、適切な範囲に収まっています。
書架に直接光が長時間当たらない、資料劣化に配慮した採
光計画とします。貴重書庫は外部に面さない配置とします。
Cloud内部は、自然光による地明かりとタスク照明を組み合わ
せた快適な閲覧空間です。方位に応じて配置された窓からは、
季節や時間の移ろいを感じるやわらかな光が差し込みます。

コンパクトな運営管理、どこからでもアクセスしやすい入口、
整然と分類された書架が一望の元に並ぶ開架書架とします。
ゾーンごとの段階的なセキュリティを確保します。公開書庫や
貴重書庫へのアクセスは総合カウンター奥のコアから、セキュ
リティに配慮したものとします。カフェや民間オフィス、一部の
ラボ機能は図書館本体閉館時も使える時間ごとのの使い分
けに便利な構成とします。 　

どこにいるかを把握しやすい空間、 どこに何があるか視認し
やすい構成やサイン計画とします。 その上で、 ひだまりの位
置や天井高さ、高低差のあるみち（東海道Branch）など、季
節や時間、 空間の変化を五感を通して楽しめるよう工夫しま
す。 今までのバリアフリー動線の考えに加えて、 図書館にい
る時の居心地のよさ ・ 楽しさを誰もが体験できる新しいバリア
フリーを目指します。

静岡は全国的にも豊富な人工林を保有
しています。その豊富な県産材のヒノキ
やスギを内装や家具を積極的に活用
し、地域産業の活性化を図ります。特に、
Field の本棚やカウンターなどの什器や
装飾材に活用することで、 温もりのある
親しみやすい空間になることに加え、
来館する市民や来館者に対して地域産
材の利用をアピールすることができます。

一年を通じて安定した日照は適材適所
の自然採光と創エネとしての太陽光発
電に、穏やかな南北卓越風は効果的な
自然換気 （ダイナミックベンチレーション）
に、 豊富な地下水は水盤だけでなく空
調熱源や雑用水、災害時用水とカスケー
ド （段階）利用されます。 静岡の持つ固
有性を最大限に活用した環境建築は、
一次エネルギー消費量を 50％以上削減
し、ZEB Readyを実現します。

総合窓面積率を10％未満とで用途ごとに
適した明るさを提供し、自然換気にも対応
した最適な窓配置を持つ、高断熱な BOX
空間とします。 さらに、高い静粛性や温熱
快適性、そして 50％以上の省エネルギー
を実現する床輻射冷暖房を利用します。
図書館環境にふさわしい視環境、温熱環
境、静粛性、書籍の保護、そして省エネ性
のすべてで高い性能を持つ空間を提供し
ます。

穏やかな静岡の南北風は、1階の旋回配
置された書架によって吹き抜けへと導か
れ、 上昇気流へと変わり 2 階の BOXへ
と促されます。流れはBOX空間同士を横
断し、 全体を 0.1 0.2m/s程度でゆっくり
と循環しながら徐々に上昇し、BOX上部
の換気窓から排出されます。 大空間全
体を効率的に換気する仕組みは、省エ
ネルギーに加え、 感染症対策にも有効
です。

見通しがよく、 誰でも行先が分かりやすい空間です

大きな気流と風の流れが、 感染症にも強い省エネルギーな場所をつくります

時間や季節による光の移り変わり

一定の地明かりを確保しつつ変化のある光環境昼光率は最大でも 2％であり、 本の劣化を防ぎます

昼光率解析図 照度解析図

誰でも高低差や場所ごとの違いを五感で楽しめます
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8ｍ

8ｍ

キャンティレバー＜4mRC 柱（Field)

S 梁（Cloud）

S 柱（Cloud）

7/8 1/8
高い階高の部分

＝2700 ㎡

標準階高の部分

＝17300 ㎡

約４倍

の階高

91 億 (150 万/坪)

標準的な
図書館

23 億

増金額合計
+23 億

91 億 （150 万 / 坪）
標準的な図書館

114 億 （188 万 / 坪）
本プロポーザル

標準的な図書館と本計画のコスト比較表
( 税抜／付帯施設整備費は除く）

躯体 (25%)

土 ・ 地業 (4%)
仮設 (2%)

仕上 (27%)

設備 (22%)

その他 (3%)

諸経費 (17%)

躯体 (27.3%)

土 ・ 地業 (4%)

仮設 (1.8%)

仕上 (26.3%)

設備 (22.1%)

その他 (1.8%)

諸経費 (17%)

１
②

３

４

５

６

近年の類似施設建設費

平均 150 万 / 坪

守山市立図書館
武雄市こども図書館
竹田市立図書館
東川町複合交流施設
那須塩原市図書館みるる

161 万 / 坪
168 万 / 坪
143 万 / 坪
144 万 / 坪
143 万 / 坪

A：
項目 数量 金額 構成比 

1 式
Ⅰ 1 式

1 式
1 式
1 式
1 式
1 式
1 式
1 式  
1 式
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  
1 式  

Ⅱ 1 式  
Ⅲ 1 式  
Ⅳ 1 式  
Ⅴ 1 式  

1 式  
1 式  
1 式  

小計  

B：
項目 数量 金額

Ⅵ 1 式  
1 式  
1 式  
1 式  

Ⅶ 1 式  
1 式  
1 式  

附帯施設整備費
1 　　ペデストリアンデッキ整備費
2 　　駐輪場整備費
3 　　駐車場整備費

備品家具購入費
共通仮設費
現場管理費
一般管理費等 1 式  

小計  

A＋B：：合計
項目 数量 金額

1 式  
1 式  

小計 1 式  

図書館本体施設整備費
附帯施設整備費、備品家具購入費

消費税額 1 式  
 

図書館本体施設整備費

直接工事費
　 建築工事費

1 　　　　直接仮設工事
2 　　　　土工事
3 　　　　地業工事
4 　　　　鉄筋工事
5 　　　　コンクリート工事
6 　　　　型枠工事
7 　　　　鉄骨工事
8 　　　　既製コンクリート工事
9 　　　　防水工事

10 　　　　石・タイル工事
11 　　　　木工事
12 　　　　屋根及びとい工事
13 　　　　金属工事
14 　　　　左官工事
15 　　　　建具工事
16 　　　　ガラス工事
17 　　　　塗装工事
18 　　　　内外装工事
19 ユニット及びその他工事
20 　　　　発生材処理

　 電気設備工事費
　 機械設備工事費
　 昇降機設備工事費
　 植栽・外構工事費
共通仮設費
現場管理費
一般管理費等

1,275,124,500
1,095,750,000

16,459,500
162,915,000
889,350,000
89,983,979

104,245,528
202,567,679

2,561,271,686

6,779,156,600
200,756,000
55,390,000

401,408,000
66,628,000

107,464,000
26,292,000

2,905,280,000

103,967,400
0

74,462,400
12,897,000
95,766,500
32,751,200

228,150,000
81,482,000
72,182,800

2,165,714,200
125,765,100
22,800,000

1,103,000,000
1,419,000,000

68,650,000
111,532,500
421,187,463
624,047,397
863,630,756

11,390,204,716

9,481,339,100

1.8%

4.0%

27.3%

26.3%

0.2%

22.1%

0.6%
1.0%

16.8%

100.0%

84.5%

15.5%

100.0%

付帯施設整備費、備品各購入費

11,390,204,716
2,561,271,686

13,951,476,402
1,395,147,640

合計 15,346,624,042

161.49
億円

153.47
億円

156.65
億円

＜

161.49
億円

161.49
億円

＝

161.49
億円

161.49
億円

＝

上昇率

　２％増
上昇率

　５％増
上昇率

　７％増

約２％削減

全体の高さを２ｍ下げると

建築工事費の

免震
EXP.J

基礎免震
地盤掘削量大

一般

大スパン

小スパン

Cloud

杭の集中配置

中間層免震

地盤掘削量小

S 柱

ブレース

RC 柱

S 梁

Field

提案

小スパン小スパン小スパン

Cloud

概算工事費内訳書

構造形式
   比較

免震形状

掘削量

柱が少ない空間
フレキシビリティ

掘削量を削減
コスト小

Field 空間

基礎免震 中間層免震

免震装置
コスト小
免震層を最小化

Field

△ ◎

× ◎

× ◎

98
100
102
104
106
108
110
112
114
116
118
120
122
124
126
128
130
132
134
136
138
140
142
144

2年間

2年間

東日本大震災

東京オリンピック
開催決定

大阪万博開催決定

ウッドショック

アイアンショック

100.9

107.5

100.8

109.1
111.6

118.2 119.1
116.8

純工事費

A

B
C
D
E

2022年
3月 9月

2024年
3月

2020年
3月

2011年
3月

2013年
9月

新型コロナ

国立競技場着工

2016年
12月

2年間

2％増

2年間

7％増

2年間

7％増

10％増

札幌オリンピック開催決定期間
（2022年夏～冬）

基本設計終了
（2022年9月末）

5-F 基礎の掘削量を削減する経済的な中間層免震の採用

5-D Cloud全体で相互に支えあうシステム

巨大に 「見える」 建築をコストの中で実現します
5-A 外壁とメッシュを一体化したユニット工法で効率化

5-B 大空間を最小限の足場でつくる

 経済スパンのグリッド構造

5-E 大空間でも大スパンではない構造の合理性

5-G コスト変動要因を把握して管理し、目標工事費の範囲内で実現します

5-H 物価上昇率５％を想定、最大７％までは実現できる初期設定とします

コスト変動要因を把握して管理し、 目標工事費の範囲内で実現します

コストにあった大きな気積の空間を飛行船のように軽やかに合理的につくります 巨大に 「見える」 建築をコストの中で実現します

軽やかなCloud 全体を、1 階レベルの
剛強な柱上で中間層免震することで、
基礎免震に必要な地盤の掘削や免
震エキスパンションを不要とし、 コスト
工期を削減する提案です。 　中間層免
震は水位の高い敷地でも掘削量も少
なく施工的に有効です。

Cloud部分の大きな箱状の空間は、
大空間でありながら大スパンである
必要がない図書館建築の特徴を活
かし、 飛行機のように外殻を固める
従来の大空間構造ではなく、飛行
船のように内部にフレームを有する
ことで、鉛直力 ・ 地震力 ・ 風荷重
に対して、構造全体で抵抗する合
理的な構造システムとします

外部足場を兼ねたメッシュと外壁を一
体化したユニットパネル工法により、
高所での外壁工事を効率化します。
外壁材は金属断熱サンドイッチパネル
とし、PCや複層ガラスの外壁よりも優
れた断熱 ・ 遮蔽性能と軽量性を実現
します。 メッシュは竣工後には外部
キャットウォークとして、 恒久的なメン
テナンス性を確保します。

外壁沿いの梁は高さ約２．３ｍごとに入れることで剛性を高め、 同時に
足場として利用します。天井は吊足場を用いて仕上げることを想定し
ます。総足場をさけ、最小限の仮設足場で天井を仕上げます。

Cloudの BOX 群は、共通で連続する鉄
骨の経済スパンによるグリッドシステム
の合理的でシンプルな構造です。最外
部のグリッドのみハーフスパンを許容
することで、合理的かつ自由な印象の
形態をつくりだします。全ての接合部は、
流通サイズのロール材が直交する標
準的な仕様とすることで、県内に多数
ある M グレード以上の全ての鉄骨工場
での製作が可能です。

Cloud はサイズの異なる BOX が相互に貫
入し支え合うことで、単体の BOX
構造よりも、さらに力の分散に
優れた構造システムとなってい
ます。

右グラフは近年の建築建設工事費指数の変動を示めし
ており、大規模なイベント開催が決定される際に大きな
物価上昇がおきることが分かります。過去10年間の平均
上昇率である５％までの物価上昇率を想定し目標工事
費内で実現を可能とする初期設定とします。 大規模なイ
ベントや経済状況を常に把握し、都度コスト管理を実施し、
更なる物価上昇が起こる可能性がある札幌オリンピック
開催が２０２２年９月までに決定された場合は、下記の方
法で物価上昇７％まで対応できます。

建物全体の高さを２ｍ下げると整備費の２％削減するこ
とができます。物価変動を積算と綿密に確認しながら段
階的に設計を進めます。 直近２年間の上昇率である７％
までは現状の予算内で対応可能です。

この案を一見すると、巨大なヴォ
リュームをコストの中で実現す
るのが困難に見えるかもしれま
せん。しかし、標準的な階高より
大きな気積を持つ部分は全体
面積の１/ ８にすぎません。
この１ / ８をカバーする以下のよ
うな工夫によって、この建築は
コスト内で実現できます。

構造 ・ 工法の工夫によって、今回の
建築に不可避な増額要因を踏まえて
も、左のグラフに示すような配分で、予
算内にこの案を実現できます。私たち
の経験を踏まえた標準的な図書館の
建設コストと工事区分ごとの配分です。
左のグラフは標準コストからの項目ご
との増額分と根拠です。いずれも概算
ではありますが、このような配分を保ち
ながら段階ごとに項目ごとの増減を調
整・管理することで、首尾よくコスト内
で案を実現できると考えます。

2m
2m

2m

2m

Cloudは飛行船
のような構造

過去10年の鉄骨造建設費（純工事費）指数

S梁が各BOXを貫く

一番大きな
CloudのBOXに

異なるBOXが絡む

外周梁（Cloud）
□-200×400

S 柱（Cloud）
□-200×200

屋根梁（Cloud）
H-400×200

+8.0 億

+5.5 億

+5.0 億

+0.8 億

・ 大空間による仮設の増
　( 足場の工夫により最小化 )

・ 脆弱地盤での杭長による増
　（杭の集中配置で掘削量で最小化）

・ 大空間による躯体量の増
　( 単純な構成で鉄骨量最小化 )
・ 免震構造による増
　( 柱頭免震により最小化 )

・ 表面積が大きいことによる総開口面
　 積の増　( 低開口率で、熱負荷減 )
・ 表面積が大きいことによる外壁量の
増　(プレファブパネル工法で工期短縮 )

・ ZEB ready対応による機械設備の増
　( ランニングコストの削減 )

・ 上記の理由による諸経費増額分

+0.2 億

+3.5 億

１

②

３

４

５

６

工場でユニット化した
外壁パネル

アルミパネル
メッシュ

2.3-
2.7m

A:16％増（最大上昇率が2年継続）
B:10％増イベント発生後2年間の上昇率）
C:7％増（直近2年間の上昇率）
D:5％増（過去10年間の平均上昇率/2年）
E：2％増（イベント発生から1年経過した
　後2年間の上昇率）

外壁ユニット ：
SUS メッシュ
サンドイッチパネル

キャットウォーク ：
SUS メッシュ

柱梁 ： St. □-200x200
　　　OP 塗装

柱上免震装置
免震用耐火被覆

免震層 ： 鉄骨トラス

天井 ：
SUS メッシュ

アルミ製カーテンウォール
Low-E 複層ガラス

鋼管杭

ユニット
分割ライン

FieldはRCの巨大な柱とするこ
とで柱の本数を減らし大スパ
ンを実現
免震装置の数量も削減できる

Cloudは合理的かつシンプルな経
済スパンを採用
飛行船のような内部フレームによ
り構造全体で応力に抵抗

ユニット化された外装のメッシュ
に覆われたCloudは雲のような柔
らかい表情をつくる

1階のスラブはサッシ下を除
き、必要に応じて基礎を減
らして土間スラブとすること
でコスト削減

金属断熱
サンドイッチパネル

外周部の梁は工事中の足場に
も利用でき、足場の数量を削減
する

施工中の外部足場だけでなく、
竣工後のメンテナンスにも利用
できる

5-B

5-E

5-F

5-D

5-A

5-H

5-G

Cloud

Field

梁 ： St. □- 400x200

梁 ： St. □- 400x200

屋上 ： ルーフデッキ
　　　　 アスファルト防水断熱工法

天井 ： PB t=12.5
　　　 　AEP 塗装

5-A 

5-B

5-E

5-E

5-F

5-A 

5-C 

5-D
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